
豊似小の本年度の「育成を目指す資質・能力」の１つに、「物事を伝え合うために必要

な国語を正確に理解し、適切に表現する知識・技能」があり、学校経営計画には、「授業

公開を中心にした校内共同研究を推進する」と示されています。

１１月２５日（水）、町内外の教職員や教育関係者が参加する中で、特設の授業が公開

され、研究協議が行われました。また、道教委の指導主事の来校を要請し、特設の授業だ

けでなくすべての学級の授業を参観してもらい、指導助言を受けました。

【特設授業 １年生国語 ばめんのようすをくらべてよもう 「スイミー」】

広尾町の３校は大樹町と共同で道教委の「学

校力向上に関する総合実践事業」の指定校にな

っています。研究会には広尾小中の他、大樹町

の先生方や教育委員会の方も参加されました。
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重点教育目標を目指す校内研究を公開（豊似小）

【解説】校内研究の内容

校内研究では、通常、重点教育目標を

具体化する内容が取り上げられます。

広尾町では学校運営協議会における

「熟議」「学校運営の基本方針の承認」

「学校関係者評価」によって、教職員の

専門領域である校内研究の内容や進め方

にも、地域住民や保護者の意見が反映さ

れていくことになります。



17%

15%

6%

5%

8%

6%

6%

4%

3%

2%

5%

2%

4%

2%

3%

3%

34%

27%

17%

15%

28%

17%

19%

11%

13%

8%

19%

9%

13%

7%

9%

4%

17%

17%

27%

20%

16%

22%

22%

26%

29%

25%

22%

26%

28%

25%

19%

17%

7%

6%

8%

11%

8%

8%

9%

9%

9%

11%

10%

9%

9%

11%

10%

10%

2%

3%
5%

7%

3%

4%
3%

4%
5%

6%

2%

4%
4%

5%

5%

7%

20%

30%

31%

40%

34%

41%

36%

43%

37%

46%

39%

47%

39%

48%

49%

57%

3%

2%

5%

2%

4%

2%

3%

2%

4%

2%

3%

3%

3%

2%

4%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもたちが地域に出て、学ぶ授業が結構ある

学校では、地域の人を招いた授業が多く行われ

ている

学校の授業では、地域のさまざまなことが取り上

げられている

学校は地域の課題に対応した教育活動を行って

いる

学校の教育活動には、地域の意見が反映されて

いる

学校の授業では、地域の人から取材した内容が

活かされている

学校の「育てたい子ども像」に地域の意見が反映

されている

学校には、教育に関する地域の意見を積極的に

聞く係が置かれている

当てはまると思う やや当てはまると思う どちらとも言えない あまり当てはまらないと思う

当てはまらないと思う わからない 無回答

地域の協力で実施された授業
広尾中３年 総合的な学習の時間

単元名「地域学習」

１１月２６日（木）、授業に協力した村瀨町長や町職員、学校運営協議会委員、高校教

職員などが参観する中で、１０月から始まった「地域学習」のまとめが行われました。

【ＣＳアンケート調査結果（地域住民）の概要】

前回（Ｈ３０）との比較では、１０の項目で、肯定的な回答が増加し、否定的な回答や

「分からない」の回答が減少しました。広尾町公式ウエブサイトに、すべての項目の他、

地域住民と教職員を比較したグラフを掲載しています。（上段：今回 下段：前回）

この他、「子どもの問題や教育について学校と地域がともに話し合う場に参加したこと

がある。」「学校の教育目標（どのような子どもを育てようとしているか）を知ってい

る。」でも同様の変化がありました。

学校からの支援要望に応え


